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～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～

　福井県で老人家庭相談員設置要綱（昭和45年10月1日）により制度化され、県知事の委嘱を受け、単位
老人クラブに1名設置されています。
　在宅の寝たきり、一人暮し、病弱な老人（要援護老人）の家庭を適宜訪問し、声かけ、見守り、話し相手
や相談相手となり、福祉サービスが必要な状況や異変を感じた時は専門機関に情報をつなげる活動を
行っています。
　また、在宅療養されている会員および、その介護者にあたるご家族の方に、友愛募金の御見舞品ととも
に皆様方のお気持ちをお届けいただいております。
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～相談員に聞く～

老人家庭相談員とは

ご注意ください!! 
 ハガキによる架空請求が後を絶ちません。 
 何度も送られてきたり、保護シールが貼って
ある場合もあります。 
    連絡すると、電話番号などの個人情報 
   を知られ、お金を要求される恐れがある 
   ので、絶対電話せず、無視してください。 

【気づきのポイント】 
 次のような変化が見られたら、消費者トラブルに 
巻き込まれている恐れがあります。 

 ☑ 宅配便や郵便物が頻繁に届いている 

 ☑ 見知らぬ業者がよく出入りしている 

 ☑ 不自然な工事がしてある 

 ☑ お金に困っている様子が見られる 

 ☑同じような商品が必要以上にある 

 ☑ 開けていない段ボール箱 がある 

 ☑見慣れない商品や名刺、 パンフレットがある 

「おかしいな」 「困ったな」と思ったら消費生活センターへご相談ください 

 福井県消費生活センター     ☎０７７６－２２－１１０２ 

 福井県嶺南消費生活センター  ☎０７７０－５２－７８３０ 

 消費者ホットライン         ☎１８８（イヤヤ） 
  ※お近くの消費者相談の窓口につながります 

身近にひそむトラブル 

オレオレ詐欺 
子ども等をかたって 
お金を騙し取る 

架空請求詐欺 
不特定多数の人にハガキや 

メールを一斉に送り付けてお金をだまし取る 

送りつけ商法 
注文していない商品を 
勝手に送り付ける 

点検商法 
無料点検等をかたって、 

後から修繕工事等を勧誘する 

次々販売 
布団や健康食品など、次々に 

商品やサービスを購入・契約させる 

未納料金が
発生していま
す。 
 
法的手続に
移行します。 

 

ご注意ください!!
身近にひそむトラブル

【気づきのポイント】

架空請求詐欺

オレオレ詐欺

送りつけ商法

次々販売点検商法

絶対電話せず、無視



福井県老連  第153号
平成30年9月
福井県老連  第153号
平成30年9月
福井県老連  第153号
平成30年9月
福井県老連  第153号
平成30年9月

2

Ⅰ
．基
本
方
針

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
一
員
と
し

て
、
健
康
づ
く
り
や
友
愛
活
動
を
通
じ
支
援
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
の
見
守
り
や
日
常
的
な
生
活
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

高
齢
者
が
増
え
続
け
る
わ
が
国
は
、
要
介
護
者
の
増

加
や
高
齢
者
の
孤
立
、
消
費
者
被
害
な
ど
の
課
題
に
直

面
す
る
中
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
で
、
各
市
町
で

は
、
新
地
域
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
を
行
政

や
地
域
団
体
な
ど
と
協
働
し
て
支
え
る
体
制
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験
を

も
と
に
、
市
町
が
行
う
新
地
域
支
援
事
業
に
参
画
し
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
長
く
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
事
業
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。ま

た
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
会
員
増
強
運
動
は
、
５

年
計
画
の
最
終
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
声
か
け
や
体

験
型
の
勧
誘
に
加
え
、
自
治
会
と
連
携
し
た
取
り
組
み

を
行
う
な
ど
、運
動
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
９
月
29
日
か
ら
は
、
本
県
に
お
い
て
「
福

井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
を
広

め
、
未
来
へ
つ
な
が
る
国
体
を
実
現
す
る
た
め
に
、
会

員
一
人
ひ
と
り
が
「
み
る
」、「
支
え
る
」
と
い
う
立
場

か
ら
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、「
の
ば
そ
う
！
健

康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の
全
国
統
一
メ

イ
ン
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、
県
を
は
じ
め
各
行
政
機
関
や

関
係
諸
団
体
の
協
力
・
支
援
を
得
な
が
ら
、
市
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携
を
密
に
し
て
積
極
的
に
各
種
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ
．推
進
事
項

　

１　

�

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
「
１
万
人
会
員
増
強
運

動
」
の
推
進

　

２　

�

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
「
新
地
域
支
援

活
動
」
へ
の
参
画

　

３　
�

健
康
寿
命
を
の
ば
す
「
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
活
動
」
の
充
実

　

４　

消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
活
動
の
実
践

　

５　

�

高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度

の
確
立

　

６　

�

国
体
に
向
け
た
「
宣
言
」
の
実
践

　
　
　
（
平
成
27
年
6
月
16
日　

会
長
会
議
に
お
い

　
　
　
　

て
採
択
）

Ⅲ
．事
業
実
施
計
画

Ⅰ　

�

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
及
び
介
護
予
防

　
　

推
進
事
業

　

１　

高
齢
者
健
康
・
生
き
が
い
講
座
事
業

　

２　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　

３　

高
齢
者
地
域
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

　

４　

健
康
づ
く
り
推
進
員
派
遣
事
業

　

５　

県
老
連
会
長
杯
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
事
業

　

６　

�

ラ
ジ
オ
体
操
・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
及
び

体
力
測
定
の
推
進

Ⅱ　

�

高
齢
者
相
互
支
援
及
び
地
域
支
え
合
い

　
　

活
動
等
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
推
進
事
業

　

１　

友
愛
募
金
運
営
事
業

　
　

① 

募
金
運
動　
　

 

　
　

② �

在
宅
療
養
高
齢
者
と
介
護
者
の
実
態
調
査
・

見
舞
品
配
布　
　

　
　

③ �

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
実
施
助
成

　
　

④ 

災
害
等
罹
災
者
見
舞
金
の
交
付

　

２　

お
年
寄
り
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業

　
　

① 

老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

　
　

② 

訪
問
活
動

　

３　

�「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

４　

防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
活
動
の
推
進

　

５　

子
ど
も
見
守
り
活
動
の
推
進

平
成
30
年
度
事
業
計
画
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Ⅲ　

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
推
進
事
業

　

１　

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
開
催
事
業

　

２　

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

　

３　

�

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
事
業

　

４　

全
老
連
等
研
修
会
参
加
事
業

　
　

① 

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　
　

② 

全
国
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
　

③ 

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー

　
　

④ 

老
人
ク
ラ
ブ
健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー

　
　

⑤ �

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　

 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

５　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
事
業（
沖
縄
県
）

Ⅳ　

会
員
増
強
・
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
取
り
組
み

　

１　

�

老
人
ク
ラ
ブ
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」

　
　
　

年
間
１
ク
ラ
ブ
２
名
純
増
で
１
万
人
の
推
進

　

２　

会
員
純
増
ク
ラ
ブ
・
市
町
老
連
表
彰　

　

３　

活
動
賞
・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

Ⅴ　

広
報
活
動
推
進
事
業

　

１　

機
関
誌
「
福
井
県
老
連
」
年
２
回
発
行

　

２　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

　
　Ⅵ　

�

全
国
運
動
・
全
国
共
通
目
標
の
取
り
組
み

　

１　

�

老
人
ク
ラ
ブ
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強

　
　
　

運
動
」
の
推
進

　

２　

新
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み

　

３　

�

全
国
三
大
運
動
（
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
）
の

推
進

　

４　
「
老
人
の
日
」「
老
人
週
間
」
の
取
り
組
み

　

５　

�

全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
り
組
み

　

６　

�

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
の

加
入
促
進

　

７　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及

　
　

 　
Ⅶ　

法
人
運
営

　

１　

役
員
会
等
の
開
催

　

２　

関
係
機
関
と
の
連
携

　

３　

予
算
及
び
事
業
執
行
方
針

理 事

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

監 事

評 議 員

　 〃 　

　 〃 　

斎　藤　甚三郎

三 上 利 明

今 田 一 榮

木 原　松右衞門

堀 口 忠 男

山 本 和 男

髙 木 光 夫

豊 原 春 雄

帰   山　美智栄

境　　　勝 利

（勝 山 市 高 連）

（鯖 江 市 老 連）

（坂 井 市 老 連）

（越 前 町 老 連）

（お お い 町 老 連）

（若 狭 町 老 連）

（敦 賀 市 老 連）

（坂 井 市 老 連）

（鯖 江 市 老 連）

（県長寿福祉課長）

新役員紹介

　今年で第16回目を迎える関西文化の日は、関西一円の
美術館・博物館・資料館等の文化施設のご協力により、11
月に入館料（原則として常設展　※通常無料施設あり）
を無料とする取組みです。
　関西が誇る長い歴史に培われた豊かな文化に気軽に
接することのできる機会となっていますので、ぜひ、この
機会に、「文化の秋」「芸術の秋」を楽しんでみませんか？

参加施設や実施日など、詳しい情報はホームページをご覧ください。

          https://www.kansaibunka.com/

「第16回　関西文化の日」
開催

「第16回　関西文化の日」
開催

【主催】関西広域連合、関西観光本部、
　　　  関西元気文化圏推進協議会　
【協力】文化庁地域文化創生本部
【問合せ先】関西文化の日事務局　
　　　　　  06-4964-8844
                 （平日10:00 ～17:00）

県からの
お知らせ



福井県老連  第153号
平成30年9月
福井県老連  第153号
平成30年9月
福井県老連  第153号
平成30年9月
福井県老連  第153号
平成30年9月

平成30年度　事業予定表　　（30年４月１日～31年３月31日）

月 日・曜日 事業名 月 日・曜日 事業名

5
11（金）
17（木）
31（木）
15（火）

女性委員会
監事監査・第 1 回理事会
第 1 回評議員会
女性代表者会議

10
   4（木）
11（木）～12（金）
24（水）

友愛募金運営委員会
第 30 回女性リーダーセミナー
第 45 回県老人クラブ大会（高浜町 )

6    5（火）
26（火）

第 2 回理事会・表彰選考委員会
事務担当者連絡会議 11    3（土）～   6（火）

   9（金）
第 31 回全国健康福祉祭（富山県）
公式ワナゲ県大会

7
   5（木）～   6（金）
12（木）
19（木）

東海・北陸ブロック研修会 ( 愛知県 )
老人家庭相談員研修会（嶺南 : 若狭町）
老人家庭相談員研修会（嶺北 : 坂井市）

12    4（火）～   5（水） 全国老人クラブ大会（沖縄県）

1 18（金）
30（水）～31（木）

第 3 回理事会        
在宅福祉を支える友愛セミナー

8    2（木）～   3（金）
   7（火）～   8（水）

女性リーダーセミナー
都道府県指定都市老連中央セミナー 2 21（木）

20（水）～22（金）
予算連絡会議      
老人クラブ健康づくり中央セミナー

9
   5（水）

15（土）
20（木）

表彰選考委員会
予算要望
老人の日  「老人週間」15 ～ 21 日
全国一斉社会奉仕の日

3
   8（金）
15（金）

第 4 回理事会
第 2 回評議員会

※全老連、他団体の事業…色文字

4

平成30年度　収支（損益）当初予算書

収
入
の
部

科　　　　目 当初予算額 附　　　　記
基本財産等運用益 82,000

分担金収入 7,140,000 国庫クラブ @7,000 円　　その他クラブ @1,000 円

受取補助金 14,242,000 1. 福井県老連事業補助金　2. 活動推進員助成　3. お年寄りふれあい訪問事業　
4. 地域交流ウォーキング事業　5. スポーツ振興事業　6. 健康・生きがい講座事業

受取負担金 2,356,000 参加者負担金（研修会参加等の参加者負担分）

受取寄付金 9,450,000 友愛募金

委　託　金 1,100,000 県健康管理協会等委託金

雑　収　益 881,000 預金利息等

収　入　合　計 35,251,000

支
出
の
部

科　　　　目 当初予算額 附　　　　記

事　業　費

7,311,000
１．高齢者の健康づくり及び介護予防推進事業
　生きがい健康講座事業　スポーツ振興事業　地域交流ウォーキング事業
　県公式ワナゲ交流大会　健康づくり推進員派遣事業

9,530,000

２．高齢者相互支援及び地域支え合い活動等、暮らしの安全安心推進事業
　友愛募金運営事業
　　　市町老連活動費 　在宅療養高齢者見舞品　クラブ活動助成費　災害見舞金
　　　友愛運営経費
　お年寄りふれあい訪問事業

6,522,000

３．老人クラブ育成指導推進事業
　指導者研修会事業　東海北陸ブロックリーダー研修会
　女性リーダーセミナー開催事業　県老人クラブ大会事業
　全老連等研修会参加事業　全国老人クラブ大会参加事業

525,000 ４．広報活動推進事業

12,758,000 事業費　共通経費

管　理　費 3,752,000

支　出　合　計 40,398,000

収支（損益）差額 △ 5,147,000
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福井県老人クラブ

「1万人会員増強運動」の推進
～年間1クラブ2名純増で1万人～

　県老人クラブ連合会では、平成26年度から30年度までの５年間を運動期間として「1万人会員増強運動」を推進して
おります。
　老人クラブの役員をはじめ会員の皆様には、この間非会員への声掛けや勧誘活動等に積極的に取り組んでいただい
ているところですが、平成29年度（４年次)の取り組み結果は、全体で会員数は前年度比2,173人減、クラブ数も21クラ
ブ減となり、４年連続での減少になっております。
　このように会員数が毎年減少する中、「越前市いきいきシニアクラブ連合会」では、交流の場である『サロン』の開設を
とおして新規単位クラブの立ち上げや会員の増強活動に取り組み、48人増の成果をあげています。また、｢永平寺町健康
長寿クラブ連合会｣では役員の熱心な勧誘等により前年度会員数を維持しております。
　また、単位クラブでは、県内52クラブが５人以上の増となっています。
　会員増強運動も５年目に入っております。毎年2,000人ほどの会員が減少しておりますが、最終年度も粘り強く、これ
までの声かけや体験型の勧誘に加え、自治体と連携した取り組みをお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　①単位クラブはあと1人の加入増を　　　②休会・解散クラブの防止
　　　　　　　　　　　　③未結成地域に新規クラブを
今後の取り組みの重点

平成29年度 （4年次）会員増強運動結果　（クラブ数・会員数）

市 町 名
ク　　ラ　　ブ　　数 会　　　　員　　　　数　　　（人）

28 年度 29 年度 30 年度 30-29
増　減 28 年度 29 年度 30 年度 30-29

増　減
会員増強

年間目標数

福 井 市 191 181 177 ー 4 9,334 8,802 8,381 ー 421 + 404

敦 賀 市 96 96 95 ー 1 4,876 4,747 4,559 ー 188 + 200

小 浜 市 69 66 59 ー 7 3,460 3,214 2,831 ー 383 + 140

大 野 市 69 70 70 0 3,459 3,324 3,226 ー 98 + 138

勝 山 市 42 42 39 ー 3 1,807 1,762 1,592 ー 170 + 94

鯖 江 市 81 78 73 ー 5 3,853 3,695 3,429 ー 266 + 184

あ わ ら 市 59 57 57 0 3,368 3,220 3,170 ー 50 + 122

越 前 市 121 127 130 3 6,880 6,901 6,949 48 + 250

坂 井 市 87 84 83 ー 1 4,929 4,624 4,374 ー 250 + 182

永 平 寺 町 31 31 31 0 1,839 1,835 1,835 0 + 60

池 田 町 9 8 8 0 544 505 482 ー 23 + 20

南 越 前 町 23 23 23 0 1,824 1,786 1,733 ー 53 + 46

越 前 町 49 50 50 0 3,601 3,517 3,472 ー 45 + 98

美 浜 町 30 29 27 ー 2 1,943 1,840 1,721 ー 119 + 64

高 浜 町 38 38 38 0 2,488 2,445 2,386 ー 59 + 76

お お い 町 22 22 22 0 1,352 1,326 1,300 ー 26 + 44

若 狭 町 72 72 71 ー 1 3,077 2,990 2,920 ー 70 + 142

計 1,089 1,074 1,053 ー 21 58,634 56,533 54,360 ー 2,173 +2,264
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7
月
5
日
～
6
日
、
愛
知
県
蒲
郡
市
の
「
ホ
テ
ル
竹

島
」
に
お
い
て
平
成
30
年
度
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら

は
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
八
十
島
幸
雄
福
井
県
老
連

会
長
が
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
と
し
て
挨
拶

さ
れ
、
全
老
連
参
事 

河
野
敦
子
氏
に
よ
る
基
調
報
告

で
は
、
高
齢
消
費
者
被
害
額
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、

件
数
は
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
現
状
と
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
「
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
活
動
」
に
対
し
て
、
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣

よ
り
「
消
費
者
支
援

功
労
者
表
彰
」
が
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
授
与
さ
れ
た
こ

と
、
全
国
的
に
加
入

促
進
を
す
す
め
て
い

る
な
か
、
未
加
入
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や

活
動
の
魅
力
づ
く
り

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
「
ク
ラ
ブ
の
復
活
又
は
新
設
さ
れ
た

事
例
」
と
し
て
京
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
（
坂
井
市
老
連
）

西
木
憲
治
副
会
長
よ
り
、
ク
ラ
ブ
復
活
の
経
緯
や
ク
ラ

ブ
設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

西
木
副
会
長
は
今

後
の
課
題
と
し
て「
こ

れ
か
ら
は
、
今
ま
で

の
活
動
に
参
加
者
の

出
番
を
つ
く
り
、
生

き
が
い
や
楽
し
み
を

作
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
元
気
に
な
っ

た
高
齢
者
が
そ
う
で

な
い
高
齢
者
を
支
援

す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
私
た
ち
高
齢
者
は

今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
知
識
を
地
域
住
民
と
の
交

流
で
活
か
し
、
自
身
の
健
康
や
生
き
が
い
を
深
め
る
と

と
も
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
育
て
て
い
き
た
い
」

と
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、

元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

こ
と
を
参
加
者
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

 

嶺
南
ブ
ロ
ッ
ク　

 

7
月
12
日

　
　
　
　
　
　
　

 

若
狭
町　

パ
レ
ア
若
狭

 

嶺
北
ブ
ロ
ッ
ク　

7
月
19
日

　
　
　
　
　
　
　

 

坂
井
市　

ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江

　

老
人
家
庭
相
談
員
と
市
町
老
連
の
女
性
部
長

１
０
５
５
名
を
対
象
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

県
老
連
事
業
報
告

（
4
月
〜
8
月
）

〜
発
表
内
容
よ
り
〜

　

地
区
に
は
も
と
も
と
京
和
会
と
い
う
老
人
ク
ラ
ブ
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
高
齢
化
や
役
員
の
な
り
手
不
足
で

消
滅
寸
前
で
、「
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が
欲
し
い
」「
お

し
ゃ
べ
り
す
る
機
会
が
欲
し
い
」
な
ど
年
々
増
え
続
け

る
高
齢
者
の
受
け
皿
づ
く
り
を
求
め
る
声
が
区
に
寄
せ

ら
れ
、
設
立
準
備
会
を
設
置
、
活
動
方
針
を
「
参
加
を

強
要
し
な
い
、
都
合
が
良
い
時
だ
け
の
参
加
を
歓
迎
、

会
員
の
意
見
を
尊
重
し
て
活
動
内
容
を
決
め
運
営
す
る
」

と
し
て
京
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

自
宅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
距
離
に
活
動
拠
点
を
置
き
、

体
操
・
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
い
っ
た
「
健

康
活
動
」、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、
出
前
講
座
（
特
殊
詐
欺
、

地
域
づ
く
り
）
と
い
っ
た
「
学
習
活
動
」、
そ
し
て
「
知

り
合
い
を
作
る
活
動
」
と
し
て
地
域
行
事
に
参
加
し
地

域
住
民
や
子
供
達
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
同
士
の
親
睦
や
知
識
を
深
め
る
活
動
を
す
る

「
仲
良
し
ク
ラ
ブ
」
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
人
の
お
役

に
た
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

を
受
け
、
公
園
・
花
壇
整
備
や
地
区
行
事
の
運
営
協
力

な
ど
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
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1. 
講　

演　

　
「
何
が
ど
う
な
っ
た
の
？
介
護
報
酬
改
定
！
」

（
㈲
ほ
っ
と
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス
テ
ム
ズ　

松
井 

一
人 

氏
）

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
し
く
み
を
つ
く
る
た
め
に
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
た
経
緯
を
説
明
さ
れ
、
地

域
に
お
い
て
、
元
気
な
方
に
は
見
守
り
活
動
、
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
は
話
し
相
手
と
な
り
、
民
生
委
員
や

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
話
せ
な
い
具
体
的
な
要
望
、

本
当
の
思
い
を
聞
く
と
い
っ
た
老
人
家
庭
相
談
員
の
活

動
は
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
今
後
は
、
介
護
予
防
の
た
め
の
受
け
皿
を

地
域
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

越
前
市
で
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に
よ
る
成
功

例
な
ど
を
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
と

い
っ
た
難
し
い
内
容

を
大
変
分
か
り
や
す

く
、
時
に
は
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
説
明
い

た
だ
き
、
会
場
は
時

折
笑
い
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

2. 

相
談
員
に
聞
く

　

現
在
、
老
人
家
庭
相
談
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
に
、
実
際
の
活
動
内
容
を
質
問
形
式
で
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

発
表
者 

嶺
南
ブ
ロ
ッ
ク

　

美
浜
町　

興
道
寺
老
人
ク
ラ
ブ　

中
西　

紘
子
さ
ん

　

高
浜
町　

高
浜
第
12
ク
ラ
ブ　

澤
田　

八
重
野
さ
ん

　
　
　
　
　

青
郷
第
4
ク
ラ
ブ　
　

松
本　

滝
子
さ
ん

嶺
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

福
井
市　

第
4
宝
寿
会　
　
　
　

安
本　

敏
子
さ
ん

　

鯖
江
市　

新
横
江
老
人
ク
ラ
ブ　

中
村　

靖
子
さ
ん

Q 

訪
問
の
際
の
話
題
や
手
土
産
な
ど
ど
う
し
て
い
る
？

・�
元
気
な
方
に
は
行
事
や
近
所
で
あ
っ
た
時
に
声
掛
け

す
る
程
度
、
自
宅
訪
問
は
あ
ま
り
し
な
い

・�

話
題
は
天
気
や
世
間
話
や
地
域
の
行
事
の
話
な
ど
あ

た
り
さ
わ
り
の
な
い
話

・�

相
手
か
ら
話
し
て
き
た
と
き
は
聞
く
が
聞
い
た
内
容

は
他
言
し
な
い

・�

手
土
産
は
基
本
な
し
、
行
事
の
案
内
や
会
報
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る

Q 

見
守
り
活
動
で
気
を
つ
け
て
み
て
い
る
点
は
？

・�

会
話
で
お
か
し
な
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
片
付
け
が
で

き
て
い
る
か

・�

夜
電
気
が
点
い
て
い
る
か
、
見
か
け
な
い
人
や
車
が

出
入
り
し
て
な
い
か

Q 

専
門
機
関
と
の
連
携
は
あ
る
？

・�

地
区
で
民
生
委
員
さ
ん
や
社
協
と
の
情
報
交
換
の
機

会
が
あ
る

・�

認
知
症
の
症
状
が
疑
わ
れ
る
方
の
情
報
を
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ
た

・�

家
族
の
方
の
連
絡
先
に
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
伝
え

た
Q 

活
動
中
印
象
に
残
っ
た
出
来
事
は
？

・
本
人
、
ご
家
族
の
方
か
ら
感
謝
さ
れ
た
こ
と

・�

対
象
者
の
家
族
か
ら
、
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ず

困
っ
た
時
連
絡
が
あ
り
頼
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

・�

見
守
り
活
動
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
健
康
と
体
力
づ
く

り
の
た
め
の
体
操
教
室
を
開
設
し
、
互
い
に
見
守
り

活
動
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と

3.
高
齢
消
費
者
被
害
に
つ
い
て

（
福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　

最
新
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
事
例
や
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
等
の
対
処
法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
頂
き
ま

し
た
。
契
約
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
は
、
契
約
書
を
取
り

交
わ
す
前
の
口
約
束
で
も
契
約
は
成
立
す
る
こ
と
を
知

り
、
自
分
た
ち
の
認
識
の
誤
り
に
気
付
き
、
正
し
い
対

処
法
を
学
ぶ
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

困
っ
た
時
に
は
一
人
で
悩
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
１
８
８
へ
ご
相
談
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8
月
2
日
～
3
日
に
灰
屋
（
あ
わ
ら
市
）
に
お
い
て
、

市
町
老
連
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
33
名
が
参
加

し
、「
活
か
そ
う
！
女
性
パ
ワ
ー　

～
ク
ラ
ブ
の
役
割

を
担
お
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

1. 

事
例
発
表

　
「
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　

①
照
手
第
二
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ　

会
長

（
福
井
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

副
会
長
）

重
久 

博
子 
氏

　

湊
地
区
、
照
手
地
区
の
4
つ
の
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て

い
る
が
、
役
員
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
。
自
治
会
と
協
力

し
て
「
妙
国
公
園
を
美
し
く
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
で
互
い

に
見
守
り
の
で
き
る
場
所

を
つ
く
る
な
ど
精
力
的
に

活
動
し
て
き
た
。
女
性
な

ら
で
は
の
生
け
花
、
着
付

け
教
室
の
開
催
、
ぜ
ん
ざ

い
会
や
地
域
の
祭
り
へ
の

参
加
な
ど
地
域
内
の
交
流

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

会
員
同
士
が
話
し
合
い
、
支
え
合
い
、
知
恵
と
経
験
を

活
か
し
、
健
康
で
楽
し
い
ク
ラ
ブ
と
し
て
次
世
代
に
繫

い
で
い
き
た
い
と
日
々
努
力
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
会
議
で
は
女
性
は
意
見
も
言
わ
ず
コ
ッ
ク
リ

う
な
ず
い
て
い
る
だ
け
の
人
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
的
確
な
意
見
や
質
問
が
で
き
る
人
が
必
要
。
後

継
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

　

②
安
寿
会　

会
長

（
坂
井
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

副
会
長
）

　

坂
野
上 

幸
枝 

氏

　

漁
業
関
係
者
が
多
い
た
め
、
元
気
で
仲
間
意
識
も
強

く
団
結
力
が
あ
る
地
域
。
会
員
勧
誘
も
区
長
が
参
加
し
、

区
民
運
動
会
で
は
地
区
が
幟
ま
で
作
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
協
力
的
。
地
区
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
活
動
の
場

と
し
、
参
加
し
や
す
い
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

女
性
会
長
と
し
て
の
心
構
え

 

1
、�

会
員
の
健
康
状
態
、
取
り
巻
く
環
境
な
ど
を
確
認

し
、
求
め
て
い
る
こ
と
は
何
か
を
考
慮
し
計
画
を

た
て
る
（
参
加
し
や
す
い
日
程
、
内
容
、
場
所
を

提
供
）

 

2
、�

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
多
方
面
に
わ
た
り
自
ら
が
学
習

し
そ
れ
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
心
が
け
る

 

3
、�

男
女
問
わ
ず
話
し
合
え
る
雰
囲
気
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
線
で
充
分
話
し
合
う

 

4
、�

参
加
者
の
様
子
に
気
を
配
る
な
ど
き
め
細
か
い
配

慮

　

会
長
職
は
ク
ラ
ブ
の
行

事
や
活
動
が
多
く
な
る
ほ

ど
業
務
が
増
え
、
そ
れ
を

ひ
と
り
で
抱
え
て
し
ま
う

こ
と
で
い
つ
し
か
負
担
に

な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

る
。
後
継
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
も
兼
ね
て
、
み
ん
な
で

役
割
分
担
し
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

2. 

分
散
会
・
全
体
会

　

後
継
リ
ー
ダ
ー
不
足
で
休
会
・
解
散
と
な
る
ク
ラ
ブ

が
増
え
る
な
か
、
後
継
リ
ー
ダ
ー
を
女
性
が
担
っ
て
い

く
た
め
に
分
散
会
で
は
「
女
性
の
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を

増
や
そ
う
！
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
掲
げ
話
し
合
い
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・�

男
性
後
継
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
今
の
と
こ

ろ
問
題
は
な
い
が
、
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
女
性
会
長

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
地
域
の
理
解
や
周

り
の
か
た
の
協
力
が
何
よ
り
も
大
事
、
み
ん
な
が
納

得
し
て
支
え
て
い
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要

・�

女
性
会
長
の
場
合
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と

い
う
よ
り
も
、
み
ん
な
の
要
望
を
吸
い
上
げ
て
ま
と

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
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め
、
男
女
が
と
も
に
話
し
や
す
い
雰
囲
気
に
な
る
よ

う
に
役
員
と
相
談
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
き
た
い

・�

こ
う
い
っ
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
場
に

男
性
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
意
見
を
出
し
合
う
機
会

を
設
け
て
も
よ
い
の
で
は

　

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

3. 

講　

演

　
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
～
笑
顔
で
交
流
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
か
ら
参
画
へ
!!
〜
」

（
オ
フ
ィ
ス
上
村　

代
表　

上
村 

泰
子 
氏
）

　

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
た
め
に
は
相
手
を
ま
ず
受
け
止
め
る
こ
と
が
重

要
。
ま
ず
必
要
な
の
は
『
笑
顔
』。
相
手
の
人
格
を
認

め
て
い
る
表
現
で
相
手
が
一
歩
進
む
き
っ
か
け
と
な

る
。
話
の
内
容
よ
り
も
声

の
調
子
な
ど
の
言
い
方
・

話
し
方
や
態
度
・
表
情
な

ど
が
印
象
に
残
る
。

　
「
そ
れ
は
ダ
メ
」「
そ
れ

は
間
違
っ
て
い
る
」
は
相

手
の
人
格
の
全
否
定
に
な

る
た
め
、「
こ
こ
だ
け
直

し
て
も
ら
え
る
か
」
な
ど

相
手
の
立
場
へ
の
理
解
を

示
し
な
が
ら
意
見
を
受
け
止
め
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
考

え
て
意
見
を
ま
と
め
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
リ
ー
ダ
ー
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
意
見
を

出
し
た
人
、
動
い
て
も
ら
え
る
人
に
お
願
い
す
る
こ
と

も
必
要
。
み
ん
な
の
良
い
と
こ
ろ
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

お
互
い
に
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う
に
交
流
し
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

4. 

講　

演

　
「
旦
那
が
脳
出
血
に
な
り
ま
し
て

　
　
　
　
　
　

～
経
験
し
て
わ
か
る
こ
と
～
」

（
介
護
福
祉
士
・
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

山
本 

利
枝 

氏
）

　

理
学
療
法
士
で
あ
る
ご
主
人
が
昨
年
３
月
突
然
脳
出

血
に
な
っ
た
時
の
様
子
と
そ
の
時
感
じ
た
率
直
な
思

い
、
家
族
と
の
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
脳
出
血
は

気
持
ち
の
準
備
も
な
く
突

然
起
こ
る
病
気
な
の
で
家

族
も
一
度
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
の
お
話
に
参

加
者
も
深
く
頷
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ご
主
人
の
山
本
進
氏
は
、

現
在
は
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て

職
場
復
帰
を
さ
れ
て
お
り
、
当
日
も
元
気
な
姿
を
み
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
家
内
が
い
つ
も
前
向
き
で
、

い
つ
も
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
あ
り

が
た
か
っ
た
」「
今
ま
で
で
き
た
こ
と
で
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
か
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
今
の
自
分

に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
い
た
だ
い
た

命
を
生
き
て
い
き
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

「いきいきクラブ体操教材」のご紹介「いきいきクラブ体操教材」のご紹介

　◆DVD　【1,860 円（税込・送料別）】

　　「立ってする体操」「椅子に座ってする体操」に加えて
　　「応用編」（タオル利用）を映像でわかりやすく収録

　◆CD　　【830円（税込・送料別）】

　　体操用オリジナル曲の音楽CD
　　実施する人のレベルに合わせて「普通」「速い」「ゆっくり」の３つ
　　のテンポがある

※お問い合わせは、県老連事務局（0776-24-4853）または
　　　　　　　　　最寄りの市町老連事務局まで

★老人クラブのオリジナル体操★
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全
老
連
主
催
の
中
央
セ
ミ
ナ
ー
が
８
月
７
日
～
８
日

東
京
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
県
老
連
副
会
長
・
小

浜
市
老
連
会
長　

早 
誠
紀
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

　
　
　

中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
」

　

小
浜
市
老
連
　
早
　
誠 

紀

　

今
回
、
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
、『
新
規
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
よ
う
！
解
散
ク
ラ
ブ
を
防

ご
う
！
』
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
全

国
72
名
の
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

と
共
に
学
び
ま
し
た
。

《
１
日
目
》

行
政
説
明
（
厚
労
省
老
健
局
振
興
課
長
　
尾
崎 

守
正 

氏
）

　

�　

介
護
者
の
増
加
率
が
高
齢
化
率
を
上
回
り
、
介
護

費
用
と
保
険
料
が
増
加
、
介
護
者
も
不
足
す
る
た
め
、

高
齢
者
も
介
護
者
に
な
り
得
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
行
政
や
自
治
体
と
協
働
で
積
極
的
に
参
加

す
る
必
要
あ
り

基
調
報
告
（
全
老
連
事
務
局
長
　
谷
野 

香 

氏
）

　

◎
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

　

◎
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
・
復
活

　

こ
の
2
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
自
治
会
や
公
民
館

活
動
と
協
働
し
て
成
功
し
て
い
る
例
が
多
い
。

事
例
発
表

　

①�

自
治
会
連
合
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
ク
ラ
ブ

の
再
生

　
　

�　

自
治
会
連
合
会
に
協
力
依
頼
を
し
、
市
老
連
の

会
長
と
事
務
局
長
が
会
議
等
に
出
向
き
、
説
明
し

た
こ
と
に
よ
り
、
自
治
会
連
合
会
が
全
自
治
会
に

老
人
ク
ラ
ブ
発
足
を
決
定

　

�

②�

加
入
促
進
委
員
会
に
よ
る
解
散
、
休
会
ク
ラ
ブ
の

再
開
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　

�　

市
老
連
で
加
入
促
進
委
員
会
を
結
成
。
活
動
の

見
え
る
化
を
意
識
し
た
行
事
へ
の
参
加
呼
び
か
け

や
、
解
散
・
休
会
ク
ラ
ブ
の
調
査
を
行
い
、
結
果

を
会
議
等
で
報
告

　
�

③
現
状
把
握
か
ら
始
め
る
加
入
促
進

　
　

�　

地
域
・
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
活
動
内
容
や
範
囲
を

把
握
し
、
活
動
空
白
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
地
域
の
自
治
会
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
に
新

規
ク
ラ
ブ
創
立
を
働
き
か
け
中

　

�

３
例
と
も
組
織
内
で
専
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成

し
、
自
治
会
や
公
民
館
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

《
2
日
目
》

分
散
会
・
グ
ル
ー
プ
討
議　

　

�　
「
新
規
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
よ
う
！
解
散
ク
ラ
ブ

を
防
ご
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
13
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

意
見
交
換
し
な
が
ら
討
議
、「
実
現
可
能
な
取
り
組

み
」
と
し
て
は
『
自
治
会
等
と
連
携
』『
リ
ー
ダ
ー
、

後
継
者
の
育
成
』
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

講　

演

「
仲
間
づ
く
り
は
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

～
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
」

（
日
本
大
学
教
授
　
諏
訪 

徹 

氏
）

〇
社
会
資
源
と
し
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
強
み
・
魅
力

　

�

・
生
涯
現
役
を
実
現
で
き
る

　

・
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
あ
る

　

・�

高
齢
者
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
る

　

・
老
人
ク
ラ
ブ
は
高
い
社
会
的
認
知
度
が
あ
る

〇�

高
齢
者
は
増
え
て
い
る
の
に

　
会
員
は
な
ぜ
伸
び
悩
む
の
か
？
　
何
が
障
壁
か
？

　

自
分
の
組
織
だ
け
で
頑
張
っ
て
な
い
か
？

　

�

男
性
社
会
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
女
性
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
？

　

�

地
域
の
序
列
や
伝
統
が
近
寄
り
が
た
さ
を
醸
し
出
し

て
な
い
か
？

　

�

数
多
く
の
あ
て
職
の
負
担
が
次
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
者

を
躊
躇
さ
せ
て
い
な
い
か
？

　

今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
地
域
社
会
と
密
接
に
連
携

し
活
動
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
36
回
　
都
道
府
県
・
指
定
都
市
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ
ナ
ー
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　平成30年度、県老連会長より新たに１名の方を「健康づくり推進員」とし
て委嘱しましたのでご紹介いたします。

  《抱負》
　これからの地域活性化活動においては、若者の活躍は当然のことながら、
我々老人クラブの活動が必要な時代となってきています。そのためには地
域をあげて健康づくりを考えなければならないと考えています。
　現在行われていますグラウンドゴルフ、フロアカーリング、公式ワナゲ等
の軽スポーツ、健康体操、脳トレ麻雀などの普及、拡大に努め、また、食育、生
活習慣病等の講習会を実施しながら自分自身も軽スポーツを楽しみ健康づ
くりをし、地域の皆さんとの交流を通じて健康なまちづくりに貢献できた
らと思っています。

（山田さんは全老連主催の健康づくり中央セミナー（平成30年2月21～23日
開催）を受講いただき、全老連の「健康づくり推進員」に認定されております）

　県老連では、「市町老人クラブ連合会及び地区老人クラブ連合会」が実施する「健康と生きがいづくり事業」
を支援するために「健康づくり推進員」を設置し、要請に応じて講義や実技の指導者として派遣しています。
　※「市町老人クラブ連合会及び地区老人クラブ連合会」の派遣依頼をもって、講師を派遣いたします。
　　地区老人クラブ連合会の場合は市町老人クラブ連合会の事務局にご相談ください。

健康づくり
推進員の紹介

健康づくり推進員一覧

山田　准朗さん
（福井市老連）

11

健康づくり推進員 支　　援　　内　　容

松 澤　甚 三 郞 福 大 名 誉 教 授 保健体育、運動・スポーツ医学、健康科学に関する講義
軽スポーツ（公式ワナゲなど）などの指導

岩 本　利 恵 子 管 理 栄 養 士 食育、肥満、生活習慣病などの食と栄養に関する講義と栄
養相談、レクリエーション、体力測定などの指導

田 畑　 正 生 元 越 前 市 老 連
活 性 化 推 進 員 軽スポーツ（公式ワナゲなど）、体力測定などの指導

水 永　 恵 子 美 浜 町 老 連 レクリエーション、軽スポーツ（公式ワナゲなど）、
ラジオ体操、体力測定などの指導

山 品　 弘 子 大野市レクリエー
シ ョ ン 協 会 長

レクリエーション、健康管理（脳トレ）、ラジオ体操
公式ワナゲなどの指導

石 田　 正 美 坂 井 市 老 連
軽スポーツ（ゲートボール、公式ワナゲ、ビンゴボード
スティックリングなど）、体力測定などの指導

山 田　 准 朗 福 井 市 老 連
軽スポーツ（公式ワナゲ、グラウンドゴルフ）、体力測定な
どの指導
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～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを～

　福井県で老人家庭相談員設置要綱（昭和45年10月1日）により制度化され、県知事の委嘱を受け、単位
老人クラブに1名設置されています。
　在宅の寝たきり、一人暮し、病弱な老人（要援護老人）の家庭を適宜訪問し、声かけ、見守り、話し相手
や相談相手となり、福祉サービスが必要な状況や異変を感じた時は専門機関に情報をつなげる活動を
行っています。
　また、在宅療養されている会員および、その介護者にあたるご家族の方に、友愛募金の御見舞品ととも
に皆様方のお気持ちをお届けいただいております。
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　「1万人会員増強運動」の推進（H29年度結果）
　県老連事業報告
　　・東海北陸ブロック老人クラブリーダー研修会
　　・老人家庭相談員研修会
　　・女性リーダーセミナー
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全老連　中央セミナー
健康づくり推進員の紹介

………………………10
……………………11

老人家庭相談員研修会老人家庭相談員研修会
～相談員に聞く～

老人家庭相談員とは

ご注意ください!! 
 ハガキによる架空請求が後を絶ちません。 
 何度も送られてきたり、保護シールが貼って
ある場合もあります。 
    連絡すると、電話番号などの個人情報 
   を知られ、お金を要求される恐れがある 
   ので、絶対電話せず、無視してください。 

【気づきのポイント】 
 次のような変化が見られたら、消費者トラブルに 
巻き込まれている恐れがあります。 

 ☑ 宅配便や郵便物が頻繁に届いている 

 ☑ 見知らぬ業者がよく出入りしている 

 ☑ 不自然な工事がしてある 

 ☑ お金に困っている様子が見られる 

 ☑同じような商品が必要以上にある 

 ☑ 開けていない段ボール箱 がある 

 ☑見慣れない商品や名刺、 パンフレットがある 

「おかしいな」 「困ったな」と思ったら消費生活センターへご相談ください 

 福井県消費生活センター     ☎０７７６－２２－１１０２ 

 福井県嶺南消費生活センター  ☎０７７０－５２－７８３０ 

 消費者ホットライン         ☎１８８（イヤヤ） 
  ※お近くの消費者相談の窓口につながります 

身近にひそむトラブル 

オレオレ詐欺 
子ども等をかたって 
お金を騙し取る 

架空請求詐欺 
不特定多数の人にハガキや 

メールを一斉に送り付けてお金をだまし取る 

送りつけ商法 
注文していない商品を 
勝手に送り付ける 

点検商法 
無料点検等をかたって、 

後から修繕工事等を勧誘する 

次々販売 
布団や健康食品など、次々に 

商品やサービスを購入・契約させる 

未納料金が
発生していま
す。 
 
法的手続に
移行します。 

 

ご注意ください!!
身近にひそむトラブル

【気づきのポイント】

架空請求詐欺

オレオレ詐欺

送りつけ商法

次々販売点検商法

絶対電話せず、無視


